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知っていますか？

成年後見制度
～大切な人を守るために～

成
年
後
見
制
度
と
は

　

認
知
症
や
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い
な

ど
に
よ
り
、
物
事
を
判
断
す
る
能
力
が
十
分

で
は
な
い
方
（
以
下
「
本
人
」
と
い
い
ま
す
）

は
、
自
分
の
預
貯
金
や
不
動
産
な
ど
の
財
産

を
管
理
し
た
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
へ

の
入
所
に
関
す
る
契
約
を
結
ん
だ
り
す
る
こ

と
が
難
し
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
自

分
に
と
っ
て
不
利
益
と
な
る
場
合
で
も
、
正

し
く
判
断
で
き
な
い
た
め
に
、
悪
徳
商
法
の

被
害
に
遭
っ
て
し
ま
う
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。 

　

こ
の
よ
う
な
判
断
能
力
の
不
十
分
な
方
を

保
護
し
、支
援
す
る
の
が
成
年
後
見
制
度
で
、

本
人
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
心

強
い
仕
組
み
で
す
。

成
年
後
見
制
度
の
種
類

　

成
年
後
見
制
度
に
は
、
大
き
く
分
け
る
と

法
定
後
見
制
度
と
任
意
後
見
制
度
の
２
つ
が

あ
り
ま
す
。

◆
こ
ん
な
場
合
に
・
・
・ 

・
夫
は
認
知
症
を
患
い
、
入
院
中
。
あ
る
日
、

夫
の
弟
が
亡
く
な
り
、
財
産
（
負
債
）
を

相
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
妻
は
、
夫
の

た
め
に
相
続
放
棄
の
手
続
き
を
取
り
た
い
。

・
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
た
母
は
、
認
知
症

が
進
み
日
常
生
活
に
支
障
が
出
る
よ
う
に

な
り
、
離
れ
て
暮
ら
す
長
男
と
同
居
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
今
ま
で
住
ん
で
い

た
自
宅
の
土
地
と
建
物
を
売
却
し
た
い
。

・
軽
度
の
認
知
症
の
症
状
が
見
ら
れ
る
父
は
、

訪
問
販
売
員
に
勧
め
ら
れ
る
ま
ま
、
た
び

た
び
高
額
な
商
品
を
買
っ
て
し
ま
う
。

　

法
定
後
見
制
度
は
、
本
人
の
判
断
能
力
の

程
度
に
応
じ
て
「
後
見
」「
保
佐
」「
補
助
」

の
３
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

法
定
後
見
制
度
…
本
人
が
す
で
に
認
知
症

や
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い
な
ど
の

状
況
に
あ
り
判
断
能
力
が
不
十
分
な
場

合
、
配
偶
者
や
親
族
が
家
庭
裁
判
所
に

申
立
て
を
行
っ
て
審
判
に
よ
り
後
見
人

を
選
任
し
て
も
ら
う
制
度
で
す
。

任
意
後
見
制
度
…
将
来
、
判
断
能
力
が
不

十
分
と
な
っ
た
場
合
に
備
え
て
「
誰
に
」

「
ど
の
よ
う
な
支
援
を
し
て
も
ら
う
か
」

を
あ
ら
か
じ
め
公
正
証
書
に
よ
り
決
め

て
お
く
制
度
で
す
。

法 定 後 見

任 意 後 見

市 民 後 見 人 の 主 な 業 務

種 類 後 見 保 佐 補 助

対象となる方
判断能力が
全くない方

判断能力が
著しく

不十分な方

判断能力が
不十分な方

家庭裁判所
への

申立権者

本人・配偶者・４親等内の親族、
検察官、市町村長など

支 援 者 成年後見人 保 佐 人 補 助 人

対象となる方
現在は判断能力に問題ないが、
将来判断能力が不十分になった

ときに備えたい方

家庭裁判所
への

申立権者

本人・配偶者・４親等内の親族、
任意後見受任者

支 援 者 任意後見人

◆
こ
ん
な
場
合
に
・
・
・

・
も
し
認
知
症
に
な
っ
た
ら
、
不
動
産
や
預

金
を
し
っ
か
り
管
理
し
て
ほ
し
い
。

・
病
気
な
ど
に
な
っ
た
ら
自
分
の
望
む
施
設

等
に
入
所
し
た
い
の
で
手
続
き
を
し
て
ほ

し
い
。

申
立
て
が
で
き
る
の
は
、
本
人
、
配
偶
者
ま

た
は
４
親
等
以
内
の
親
族
、
検
察
官
な
ど
に

限
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
人
や
親
族
等
の
申
立
て
が
困
難

な
場
合
に
は
、
市
町
村
長
が
代
わ
り
に
行
う

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
相
談
は

役
場
福
祉
課
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

後
見
人
を
取
り
巻
く
現
状

　

こ
れ
ま
で
は
、
成
年
後
見
制
度
を
利
用
す

る
場
合
、
主
に
配
偶
者
や
子
ど
も
な
ど
の
親

族
が
後
見
人
と
な
り
、
本
人
の
生
活
を
支
え

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
身
寄
り
の
な
い
高

齢
者
の
増
加
や
家
族
と
の
付
き
合
い
方
の
変

化
な
ど
か
ら
、
親
族
が
後
見
人
に
な
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
法
律
の
専
門
家
で
あ
る
弁
護
士
や

司
法
書
士
、
福
祉
の
専
門
家
で
あ
る
社
会
福

祉
士
な
ど
と
い
っ
た
専
門
職
で
あ
る
第
三
者

が
後
見
人
に
選
任
さ
れ
る
こ
と
が
増
え
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
今
後
も
進
む
高
齢
化
に

よ
り
、
後
見
人
と
な
る
専
門
職
の
不
足
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
地
域
の
実
情
に
詳
し
く
、
ま
た

本
人
に
と
っ
て
身
近
で
日
常
的
な
支
援
が
で

き
る
『
市
民
後
見
人
』
が
今
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

市
民
後
見
人
っ
て
、
何
を
す
る
の
？

　

基
本
的
に
は
、
専
門
職
の
後
見
人
と
仕
事

の
内
容
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
複
雑
な
法
律

問
題
や
紛
争
が
な
く
、
専
門
職
で
な
く
て
も

対
応
で
き
る
ケ
ー
ス
を
受
け
持
ち
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
本
人
の
日
常
生
活
を
維
持

す
る
上
で
必
要
な
生
活
費
や
預
貯
金
な
ど
の

『
財
産
の
管
理
』
の
ほ
か
、
ア
パ
ー
ト
や
施

設
に
入
る
と
き
、
医
療
や
介
護
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
際
の
『
契
約
の
代
行
』
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　

市
民
後
見
人
の
役
割
は
、
判
断
能
力
が
不

十
分
な
方
の
た
め
に
、
生
活
や
医
療
、
介
護
、

福
祉
な
ど
本
人
の
身
の
回
り
の
事
柄
に
も
目

を
配
り
な
が
ら
、
本
人
の
生
活
と
権
利
を
守

る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
な
お
、
食
事
の
世
話

や
買
い
物
へ
の
同
行
、
介
護
、
清
掃
、
外
出

時
の
送
迎
な
ど
は
後
見
人
の
仕
事
に
含
ま
れ

ま
せ
ん
。

　

町
で
は
、
認
知
症
な
ど
に
な
っ
て
も
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
地

域
で
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
と
し
て
「
市
民

後
見
人
養
成
研
修
会
」
を
陸
別
町
と
の
共
催

で
開
催
し
ま
す
。

　

互
い
に
支
え
合
う
社
会
を
築
い
て
い
く
た

め
に
、
皆
さ
ん
の
力
が
必
要
で
す
。
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
、
市
民
後
見
人
に
つ
い
て
学
び
一

緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　
　

程　

12
月
21
日
か
ら
平
成
26
年
３
月

中
旬
ま
で
（
全
11
回
）

対　
　

象　

一
般
町
民
（
定
員
40
人
）

受 

講 

料　

無
料

場　
　

所　

足
寄
消
防
署
消
防
団
員
研
修
室

申
込
先
・
詳
細

　

役
場
福
祉
課
総
合
支
援
相
談
室
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－

９
２
０
０

制
度
を
利
用
す
る
に
は

　

成
年
後
見
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
本
人

の
住
ん
で
い
る
地
域
を
管
轄
す
る
家
庭
裁
判

所
に
「
申
立
て
」
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
も
「
市
民
後
見
人
」
と
し
て

活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

財産の管理

　本人の預金通帳など

を管理し、収入や支出

の記録を残します。

契約の代行

　介護サービスの利用

契約や施設への入所契

約などを、本人に代わ

って行います。
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ま
ち
の

台
所

平成24年度決算状況

一　般　会　計

地方譲与税
1億5,056万4千円（1.6%)

1億5,056万4千円（1.4%)

道支出金
4億3,299万2千円（4.6%)

4億3,664万3千円（4.2%)

その他
1億2,518万5千円（1.2%)

1億2,457万5千円（1.2%)

町税
8億2,604万6千円 （8.7%）

8億1,570万8千円 （7.8%）

諸収入
  4億1,287万4千円（4.4%）

10億1,380万0千円（9.7%)

その他
2億8,138万1千円（2.9%)

2億8,653万8千円（2.8%)

使用料及び手数料
1億6,149万6千円（1.7%)

1億6,295万0千円（1.6%)

町債
13億5,429万7千円（14.4%)

15億9,429万7千円（15.4%)

地方交付税
48億5,866万1千円（51.2%)

48億5,866万1千円（46.8%)

自主財源
16億8,179万7千円（17.7%)

22億7,899万6千円（21.9%)

依存財源
78億0,818万4千円（82.3%)

81億0,642万0千円（78.1%)

94億8,998万1千円

103億8,541万6千円

教育費
14億7,233万8千円（15.8%)

15億9,478万9千円（15.4%)

公債費
13億1,168万1千円（14.1%)

13億1,168万8千円（12.6%)

職員費
12億5,136万5千円（13.5%)

12億6,582万6千円（12.2%)

農林水産業費
8億0,707万5千円 （8.7%)

8億6,915万1千円 （8.4%)

その他
5億9,219万8千円（6.4%)

5億9,774万7千円（5.7%)

衛生費
8億8,854万7千円（9.5%)

9億0,183万9千円（8.7%)

土木費
8億3,095万6千円 （8.9%)

10億5,612万0千円（10.2%)

民生費
 9億9,273万5千円（10.7%)

10億4,282万4千円（10.0%)

総務費
11億5,085万9千円（12.4%)

17億4,543万2千円（16.8%)

国庫支出金
8億8,648万5千円（9.3%)

9億4,168万0千円（9.1%)

92億9,775万4千円

103億8,541万6千円

平
成
24
年
度
の
予
算
・
決
算
状
況
と
25
年
度
の
予
算
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
や
国
の
補
助
金
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

足
寄
町
の
家
計
簿
を
表
や
グ
ラ
フ
で
表
し
て
み
ま
し
た
。

平成24年度決算状況

まちづくりに92億9,775万3,616円が使われました

主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す

地
域
活
性
化
推
進
事
業

３
，
１
７
６
万
３
千
円

　

「
足
寄
町
住
環
境
整
備
補
助
金
」新
築
７
件
・

改
築
１
４
１
件
、「
足
寄
町
ま
ち
づ
く
り
活

動
支
援
補
助
金
」
３
件
を
補
助
採
択
し
、
地

域
活
性
化
を
図
り
ま
し
た
。

地
デ
ジ
難
視
地
区
対
策
事
業

３
，
２
９
７
万
０
千
円

　

町
内
の
地
デ
ジ
難
視
地
区
の
う
ち
、柏
倉
・

向
陽
・
白
糸
の
３
地
区
に
無
線
共
聴
施
設
を

整
備
し
、
地
デ
ジ
難
視
を
解
消
し
ま
し
た
。

高
齢
者
複
合
施
設
整
備
事
業

２
，
６
７
７
万
５
千
円

　

高
齢
者
複
合
施
設
整
備
の
た
め
、
基
本
計

画
の
策
定
お
よ
び
実
施
設
計
を
行
い
ま
し
た
。

足
寄
中
学
校
改
築
事
業

 

（
繰
越
明
許
費
）　

９
億
２
，
６
２
０
万
５
千
円

　

足
寄
中
学
校
校
舎
の
老
朽
化
に
伴
い
、
生

徒
の
安
全
確
保
お
よ
び
教
育
環
境
を
整
備
す

る
た
め
校
舎
の
改
築
工
事
等
を
行
い
ま
し
た
。

農
山
漁
村
活
性
化

　
　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業

１
億
５
，
６
０
０
万
０
千
円

　

国
の
農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支

援
交
付
金
を
受
け
て
、
農
産
物
処
理
加
工
施

設
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

（
事
業
主
体

：

足
寄
町
農
業
協
同
組
合
）

企
業
振
興
促
進
補
助
金

２
，
１
９
８
万
８
千
円

　

企
業
立
地
の
促
進
、
経
営
規
模
拡
大
に
よ

る
産
業
振
興
と
雇
用
拡
大
を
目
的
と
し
、
町

内
に
工
場
を
新
設
し
た
２
社
に
対
し
補
助
金

を
交
付
し
ま
し
た
。

里
見
が
丘
公
園
整
備
事
業

４
，
５
６
７
万
５
千
円

　

町
民
の
健
康
増
進
を
図
る
た
め
、
常
盤
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
増
設
（
18
ホ
ー
ル
）
工
事

を
行
い
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業

 

（
足
寄
中
央
地
区
）　

３
，
３
２
８
万
３
千
円

　

道
路
（
歩
道
）
整
備
に
よ
る
安
全
で
快
適

な
歩
行
空
間
の
確
保
を
図
る
た
め
、
町
道
の

調
査
設
計
お
よ
び
土
地
購
入
を
行
い
ま
し
た
。

公
共
下
水
道
事
業
（
特
別
会
計
）

１
億
９
，
７
５
１
万
０
千
円

　

下
水
道
の
整
備
・
推
進
を
図
り
ま
し
た
。

・
管
渠
実
施
調
査
設
計
業
務

・
事
業
変
更
認
可
設
計
業
務

・
管
渠
新
設
工
事
（
２
，
２
８
３
ｍ
）

土
地
区
画
整
理
事
業
（
特
別
会
計
）

３
億
５
，
９
４
３
万
８
千
円

　

区
画
道
路
の
改
良
舗
装
、
建
物
等
移
転
補

償
等
を
行
い
、
土
地
区
画
整
理
施
行
区
域
内

の
公
共
施
設
の
整
備
を
図
り
ま
し
た
。

配
水
管
拡
張
・
移
設
工
事
（
企
業
会
計
）

６
，
７
７
４
万
６
千
円

　

土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴
う
配
水
管
拡
張
・

移
設
工
事
、
町
道
整
備
工
事
に
伴
う
配
水
管

拡
張
・
移
設
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

足
寄
町
国
民
健
康
保
険
病
院

　

器
械
備
品
購
入
等
（
企
業
会
計
）

２
億
２
，
５
７
１
万
８
千
円

　

透
析
棟
増
築
に
伴
う
実
施
設
計
お
よ
び
増

築
工
事
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
透
析
装
置
・

管
理
シ
ス
テ
ム
、
人
工
呼
吸
器
な
ど
の
医
療

機
器
等
を
購
入
し
ま
し
た
。

１人当たりに使われた
お金の内訳は

収入　1,268,884円
支出　1,243,181円

平成25年３月31日現在
人口　7,479人

（収入）

地方交付税 649,640円
町 債 181,080円
国庫支出金 118,530円
町 税 110,449円
道 支 出 金 57,894円
諸 収 入 55,205円
使用料及び手数料 21,593円
地方譲与税 20,132円
そ の 他 54,361円

（支出）

教 育 費 196,863円
公 債 費 175,382円
職 員 費 167,317円
総 務 費 153,879円
民 生 費 132,736円
衛 生 費 118,806円
土 木 費 111,105円
農林水産業費 107,912円
そ の 他 79,181円
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平成24年度決算状況

目 的 別 借 入 先 別

企　業　会　計

会　　　　　計　　　　　名 収　　　　　入 支　　　　　出

上 水 道 事 業
収益的収支決算額 １億2,838万９千円 １億0,488万１千円

資本的収支決算額 6,016万３千円 8,951万５千円

病 院 事 業
収益的収支決算額 10億1,746万２千円 10億8,855万１千円

資本的収支決算額 ２億6,441万５千円 ２億9,319万８千円

会　　計　　名 歳 入 決 算 額 歳 出 決 算 額 差　　　　　引

国 民 健 康 保 険 事 業 11億4,424万１千円 11億3,184万９千円 1,239万２千円

簡 易 水 道 3,070万０千円 3,069万７千円 ３千円

公 共 下 水 道 事 業 ３億7,688万９千円 ３億7,687万１千円 1万８千円

介 護 保 険 ８億6,507万８千円 ８億6,503万０千円 48千円

足寄都市計画足寄市街地区
土 地 区 画 整 理 事 業 ３億8,858万３千円 ３億9,212万０千円 －353万７千円

介 護 サ ー ビ ス 事 業 ２億7,669万６千円 ２億7,669万５千円 １千円

後 期 高 齢 者 医 療 １億0,042万１千円 １億0,031万４千円 107千円

特　別　会　計

町の財産
土地� 121,509,931㎡
公 の 施 設 1,486,288㎡
宅 地 242,307㎡
山 林 91,944,145㎡
そ の 他 27,837,191㎡

建物� 118,651㎡
学 校 19,281㎡
公 営 住 宅 26,930㎡
そ の 他 72,440㎡

車両� 86台
乗用自動車 20台
軽 自 動 車 ６台
貨物自動車 26台
バ ス 14台
特殊自動車 12台

（ショベル、グレーダーなど）
そ の 他 ８台

基金� 61億8,321万1千円
土地開発基金
 7,088万７千円
その他の基金
 61億1,232万４千円

証券その他の権利
 ２億8,754万２千円

町が借りているお金【町債】

一般会計・借入残高　100億9,772万2千円

その他
6億3,215万2千円
その他
6億3,215万2千円

緊急防災・減災事業債
5億3,000万0千円

緊急防災・減災事業債
5億3,000万0千円

都市計画債
4億1,916万2千円

都市計画債
4億1,916万2千円

辺地対策事業債
2億1,825万1千円
辺地対策事業債
2億1,825万1千円

一般土木債
5億5,120万3千円

一般土木債
5億5,120万3千円

公営住宅債
9億9,847万4千円

公営住宅債
9億9,847万4千円

農林水産業債
9億4,968万1千円
農林水産業債

9億4,968万1千円

過疎対策事業債
22億3,977万0千円
過疎対策事業債
22億3,977万0千円

臨時財政対策債
35億5,902万9千円
臨時財政対策債
35億5,902万9千円

財　務　省

79億6,022万2千円

地方公共団体金融機構等
12億4,533万1千円

銀　行　等　1億9,629万9千円

簡易保険局　3億0,179万6千円

そ　の　他　3億9,407万4千円

平成25年度予算執行状況

11億7,988万2千円

13億1,577万7千円

13億0,034万6千円

14億5,629万7千円

8億0,565万3千円

11億8,408万3千円

17億1,763万4千円

12億8,982万4千円

46億6,636万0千円

8億0,336万8千円

11億3,532万5千円

8億1,876万3千円

5億2,965万1千円

6億3,455万3千円

5億8,835万6千円

6億5,308万6千円
(55％)

6億2,992万8千円
(48％)

2億2,638万3千円
(17％)

4億4,598万1千円
(31％)

2億4,795万1千円
(31％)

1億6,610万0千円
(14％)

11億3,849万3千円
(66％)

6億6,068万2千円
(51％)

32億4,983万1千円
(70％)

5億2,741万1千円
(66％)

0千円
(0％)

5,606万2千円
(7％)

8,996万4千円
(17％)

8,635万5千円
(14％)

2億9,824万6千円
(51％)

歳出 予算現額　　　102億4,949万6千円
支出済額　　　 41億6,860万4千円(41％)歳入 予算現額　　　102億4,949万6千円

収入済額　　　 53億0,786万9千円(52％)

公債費

民生費

職員費

土木費

衛生費

町　債

総務費

その他

地　方
交付税

諸収入

道支出金

町　税

国　庫
支出金

農　林
水産業費

その他

10億7,312万0千円
10億0,000万0千円

(93％)
繰入金

平成25年４月から９月までの収入・支出状況です

一　般　会　計 一般会計　支出済額　41億6,860万4千円

企　業　会　計

会　　　　　計　　　　　名 予 算 額 収 入 済 額 支 出 済 額

上 水 道 事 業
収益的収入及び支出 １億1,913万3千円 6,342万5千円 4,726万3千円

資本的収入及び支出 8,344万2千円 129万4千円 1,481万5千円

病 院 事 業
収益的収入及び支出 12億2,699万3千円 ４億6,051万2千円 ５億0,252万5千円

資本的収入及び支出 8,362万5千円 1,656万5千円 3,612万6千円

会　　計　　名 予 算 額 収 入 済 額 支 出 済 額 執 行 率

国 民 健 康 保 険 事 業 11億1,078万７千円 ４億3,953万１千円 ４億9,670万７千円 44.7%

簡 易 水 道 3,055万７千円 452万６千円 1,052万８千円 34.5%

公 共 下 水 道 事 業 ４億1,260万１千円 3,006万６千円 １億3,116万５千円 31.8%

介 護 保 険 ９億4,913万５千円 ３億6,654万２千円 ３億6,583万４千円 38.5%

足寄都市計画足寄市街地区
土 地 区 画 整 理 事 業 ２億1,988万７千円 326万４千円 8,726万９千円 39.7%

介 護 サ ー ビ ス 事 業 ２億9,947万８千円 7,420万０千円 １億3,604万４千円 45.4%

後 期 高 齢 者 医 療 １億0,132万５千円 3,324万１千円 3,322万７千円 32.8%

特　別　会　計
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写真をご希望の方は広報広聴担当まで
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　町総合開発審議会（三宅隆明会長）が町消

防総合庁舎で開かれ、委員29人が出席しまし

た。委員らは安久津勝彦町長から諮問を受け

た後４部会に分かれ、第５次総合計画実施計

画（平成26年度）と次期総合計画に計上予定

の平成27・28年度計画などを審議。最後に全

体会で審議内容を報告した後、安久津町長に

答申書を手渡しました。

11.15 堅実な実施計画を

11.15 交流を深める

　足寄中学校（廣瀬正幸校長）の２年生47人

が、町内14事業所で職業体験を行いました。

足寄保育園どんぐりを訪れた仲條恵さ
んは「こ

の仕事を体験して楽しかったけれど、子ども

たちと接するのは大変でした」と話してくれ

ました。（この記事は、役場で職場体験をし

た生徒が作成してくれました。）

　螺湾小学校（佐藤康弘校長）の５・６年生

が、沖縄県名護市立緑風学園（島袋克也校長）

の５年生とインターネットを使ったテレビ電

話サービス「Ｓｋｙｐｅ（スカイプ）」を通

して交流学習を行いました。児童らは自己紹

介の後、お互いに自分たちの町や学校などを

紹介し、交流を深めました。

11.14 完全な駆除を目指す

11.12 将来を見つめて

　環境省は生態系維持回復事業の一環として、

オンネトー湯の滝で繁殖しているナイルティ

ラピアなどの外来魚駆除のため、バイパス工

事を行いました。この工事は流入する温泉水

を遮断し水温を下げ生活できない環境を作り

だすことで、外来魚の完全な駆除を目指して

います。

10.27 練習の成果を披露

10.24 環境を守るために

11.７ タグラグビーに挑戦
　ジュニアスポーツ体験教室（町教育委員会

主催）が総合体育館で行われ、小学生28人が

参加しました。町スポーツ指導員の田口健人

さ
んの指導の下、ラグビーに似た球技「タグラ

グビー」に挑戦。子どもたちは、パスの練習

やミニゲームを通してタグラグビーや団体競

技の魅力に触れていました。

　第23回町民芸術祭（実行委員会主催）が町

民センターで開催され、１８０人が来場しま

した。ステージには足寄町文化協会のほか、

町内で芸術活動をしている22団体１個人が出

演し、踊りや歌などで日ごろの練習の成果を

披露。詰め掛けた観客から大きな拍手が起こ

り、おひねりも飛んでいました。

10.26 まちおこしを願って
　60回目を迎えた手作り雑貨市（ループあし

ょろ主催）が、にいつ旅館横駐車場で開かれ、

町内外から多くの買い物客でにぎわいました。

新津眞理子代表は「まちおこしの一環となる

ように今後も続けたい」と笑顔をみせました。

なお、この収益金は同グループが行うまちづ

くり活動に役立てられます。

　九州大学農学研究院と足寄町との協力協定

に基づく講演会「地域の生物資源を活かし環

境を守る」があしょろ銀河ホール21で行われ、

１００人が聴講。同研究院の酒井謙二教授に

よるバイオマスの適正な循環システムの重要

性や、福田晋教授によるＴＰＰの問題点と農

畜産業への影響について講演が行われました。
酒井教授
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ー
ル
を
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

詳
　
細　

総
合
体
育
館 

☎
25

－

３
１
９
１

●
里
見
が
丘
ス
キ
ー
場

　

１
月
中
旬
利
用
開
始
予
定
で
す
。
こ
の
ス

キ
ー
場
は
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
で
の
滑
走
も
可

能
で
す
。
係
員
の
指
示
に
従
い
安
全
に
滑
走

願
い
ま
す
。
た
だ
し
、
ソ
リ
で
の
滑
走
は
禁

止
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

詳
　
細　

総
合
体
育
館 

☎
25

－

３
１
９
１

●
子
育
て
応
援
情
報

　

教
育
委
員
会
で
は
、
小
学
校
入
学
を
少
し

で
も
不
安
な
く
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
各
関
係

機
関
と
協
力
し
て
「
あ
し
ょ
ろ
子
育
て
応
援

情
報
、
小
学
校
入
学
前
Ｑ
＆
Ａ
編
」
を
作
成

し
、
就
学
時
健
康
診
断
に
集
ま
っ
た
保
護
者

に
配
布
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
小
学
校
一
日
体
験
入
学
時
な
ど
に

情
報
紙
を
配
布
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
子
育
て
応
援
情
報
を
受
け
取
ら
れ
て

い
な
い
保
護
者
の
方
が
い
ま
し
た
ら
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

詳
　
細　

生
涯
学
習
室 

☎
25

－

３
１
８
８

●
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ケ
ー
ト
教
室

開
催
日
　
１
月
８
日
㈬
　
９
日
㈭

会
　
場　

里
見
が
丘
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

対
　
象　

小
学
１
年
生
か
ら
３
年
生

詳
　
細　

総
合
体
育
館 

☎
25

－

３
１
９
１

●
第
58
回
町
民
ス
ケ
ー
ト
大
会

開
催
日
　
２
月
１
日
㈯

時
　
間　

午
前
９
時
30
分
～

会
　
場　

里
見
が
丘
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

対
　
象　

町
民
（
幼
児
か
ら
一
般
）

詳
　
細　

総
合
体
育
館 

☎
25

－

３
１
９
１

●
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
教
室

開
催
日
　
１
月
中
旬
（
３
日
間
）

時
　
間　

午
後
６
時
45
分
～
８
時
30
分

会
　
場　

里
見
が
丘
ス
キ
ー
場

対
　
象　

小
・
中
学
生

詳
　
細　

総
合
体
育
館 

☎
25

－

３
１
９
１

※
各
事
業
と
も
申
し
込
み
方
法
等
は
後
日
ご

案
内
し
ま
す
。
詳
し
く
は
総
合
体
育
館
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

す
ず
り
※
持
っ
て
い
な
い
人
は
受

付
時
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

書
き
初
め
終
了
後
、
参
加
者
全
員

で
お
し
る
こ
を
食
べ
ま
す
。

　
　
　　

12
月
26
日
㈭
ま
で
に
生
涯
学
習
室

に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

詳
　
細　

生
涯
学
習
室 

☎
25

－

３
１
８
８

●
上
足
寄
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

日
　
時
　
12
月
15
日
㈰
　
午
後
１
時
～

会
　
場　

旧
上
足
寄
小
学
校
体
育
館

出
演
者　

白
樺
学
園
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

　
　
　
　

（
芽
室
町
）

入
場
券　

３
０
０
円（
ケ
ー
キ
・
飲
み
物
付
）

詳
　
細　

生
涯
学
習
室 

☎
25

－

３
１
８
８

●
町
民
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
展

　
12
月
13
日
㈮
～
26
日
㈭

　
　
　

大
誉
地
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
作
品
展

　
１
月
16
日
㈭
～
29
日
㈬

　
　
　

書
き
初
め
大
会
作
品
展

　
２
月
４
日
㈫
～
２
月
17
日
㈪

　
　
　

旭
町
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
作
品
展

　
２
月
25
日
㈫
～
３
月
９
日
㈰

　
　
　

す
す
め
�
あ
し
ょ
ろ
☆
冒
険
王
展

　
３
月
12
日
㈬
～
19
日
㈬

　
　
　

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
展

　
３
月
21
日
㈮
～
31
日
㈪

　
　
　

ネ
イ
パ
ル
あ
し
ょ
ろ
展

※
出
展
希
望
者
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

詳
　
細　

生
涯
学
習
室 

☎
25

－

３
１
８
８

お

知

ら

せ
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冬
も
博
物
館
は
オ
モ
シ
ロ
い
�

●
「
冬
の
博
物
館
」
を
１
月
19
日
㈰
に
実
施

し
ま
す
。
雪
中
化
石
探
検
な
ど
冬
を
楽
し
む

企
画
に
な
っ
て
い
ま
す
。
改
め
て
案
内
チ
ラ

シ
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

●
古
生
物
模
型
新
作
は
「
ラ
ン
ベ
オ
サ
ウ
ル

ス
」。
近
い
種
類
が
北
海
道
で
２
体
見
つ
か

っ
て
い
る
化
石
で
、
頭
部
の
飾
り
が
特
徴
的

で
す
。
１
月
７
日
～
９
日
は
、
町
内
の
幼
児
・

小
・
中
学
生
限
定
で
体
験
で
き
ま
す
。

図
書
室
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ

：

年
末
・
年
始
は
本
を
借
り
た
り
、
返
し

た
り
で
き
ま
す
か
。

Ａ

：

町
民
セ
ン
タ
ー
図
書
室
は
、
12
月
30
日

㈪
か
ら
１
月
６
日
㈪
ま
で
休
館
と
な
り

ま
す
の
で
、
こ
の
期
間
中
は
本
の
貸
し

出
し
は
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
返
却

ポ
ス
ト
を
町
民
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
て

い
ま
す
の
で
返
却
は
で
き
ま
す
。

　
　
　

年
末
・
年
始
に
ゆ
っ
く
り
本
を
読
ん

で
過
ご
し
た
い
と
い
う
方
は
、
休
館
期

間
に
入
る
前
ま
で
に
、
本
を
借
り
ら
れ

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
　
　

な
お
、
１
月
７
日
㈫
午
前
10
時
か
ら

平
常
通
り
開
館
し
ま
す
。

読
み
聞
か
せ

●
ブ
レ
ー
メ
ン
の
お
話
し
会

開
催
日
　
12
月
21
日
㈯
　
２
月
15
日
㈯

　
　
　
　
３
月
15
日
㈯

時
　
間　

午
後
１
時
～
２
時

会
　
場　

町
民
セ
ン
タ
ー
子
ど
も
図
書
室

対
　
象　

幼
児
か
ら
小
学
校
中
学
年

詳
　
細　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

●
絵
本
の
会
「
は
ら
っ
ぱ
」

開
催
日
　
12
月
28
日
㈯
　
１
月
25
日
㈯

　
　
　
　
２
月
22
日
㈯
　
３
月
22
日
㈯

時
　
間　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

会
　
場　

町
民
セ
ン
タ
ー
子
ど
も
図
書
室

対
　
象　

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年

詳
　
細　

絵
本
の
会
「
は
ら
っ
ぱ
」
事
務
局

 

☎
25

－

４
９
７
４

●
「
お
は
な
し
た
ん
ぽ
ぽ
」

開
催
日

　
１
月
14
日
㈫

　
２
月
11
日
㈫

　
　
　
　
３
月
11
日
㈫

時
　
間　

午
前
11
時
～
11
時
30
分

会
　
場　

町
民
セ
ン
タ
ー
子
ど
も
図
書
室

対
　
象　

乳
幼
児
か
ら
幼
児

詳
　
細　
「
お
は
な
し
た
ん
ぽ
ぽ
」
事
務
局

 

☎
25

－

７
４
８
７

新

刊

案

内

●
一
般
書

ホ
テ
ル
ロ
ー
ヤ
ル 

桜
木　

紫
乃

あ
る
殺
人
者
の
回
想 

勝
目　
　

梓

男
と
女
、
な
ぜ
別
れ
る
の
か 

渡
辺　

淳
一

ガ
ン
コ
ロ
リ
ン 

海
堂　
　

尊

燃
え
る
家 

田
中　

慎
弥

潜
航
せ
よ 

福
田　

和
代

村
上
海
賊
の
娘
　
上
・
下 

和
田　
　

竜

新
検
察
捜
査 

中
嶋　

博
行

獅
子
の
城
塞 

佐
々
木　

譲

ま
ほ
ろ
駅
前
狂
騒
曲 

三
浦
し
を
ん

は
な
と
ゆ
め 

冲
方　
　

丁

ハ
ピ
ネ
ス 

桐
野　

夏
生

晩
年
様
式
集 

大
江
健
三
郎

ヴ
ェ
ル
ヌ
の
「
八
十
日
間
世
界
一
周
」
に
挑
む

 

マ
シ
ュ
ー
・
グ
ッ
ド
マ
ン

ひ
と
り
の
体
で

　
上
・
下

 

ジ
ョ
ン
・
ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ

わ
り
な
き
恋 

岸　
　

恵
子

今
や
る
人
に
な
る
40
の
習
慣 

林　
　
　

修

毎
日
か
あ
さ
ん

　
９ 

西
原
理
恵
子

材
料
入
れ
て
コ
ト
コ
ト
煮
込
む
だ
け
レ
シ
ピ

 

堤　
　

人
美

86
の
お
い
し
い
雑
炊 

武
蔵　

裕
子

「
煮
干
し
」
の
レ
シ
ピ 

矢
澤　

一
良

い
ち
ば
ん
よ
く
わ
か
る
は
じ
め
て
の
革
手
縫
い

 

野
谷
久
仁
子

●
児
童
書

お
つ
き
さ
ん
の
ぼ
う
し 

高
木
さ
ん
ご

水
の
精
と
ふ
し
ぎ
な
カ
ヌ
ー 

岡
田　
　

淳

ヤ
ッ
ホ
ー
ホ
イ
ホ
ー 

ス
ズ
キ
コ
ー
ジ

ま
ほ
う
の
コ
ッ
プ 

長
谷
川
摂
子

じ
ゃ
ぐ
ち
を
あ
け
る
と 

し
ん
ぐ
う
す
す
む

ぽ
ん
こ
ち
ゃ
ん
ポ
ン
！ 

乾　

栄
里
子

へ
ん
な
ど
う
ぶ
つ
え
ん 

筒
井　

敬
介

し
ろ
う
さ
ぎ
と
り
ん
ご
の
木 

石
井　

睦
美

お
船
が
き
た
日 

小
林　
　

豊

ヘ
ン
テ
コ
リ
ン
お
じ
さ
ん 

宮
西　

達
也

ぼ
く
の
ふ
と
ん 

鈴
木
の
り
た
け

い
ち
ば
ん
で
ん
し
ゃ
の
う
ん
て
ん
し

 

た
け
む
ら
せ
ん
じ

ば
ば
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
ク
リ
ス
マ
ス
か
ざ
り

 

さ
と
う
わ
き
こ

お
ば
け
の
ゆ
き
だ
る
ま

 

ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
ュ
ケ
ノ
ワ

お
か
あ
さ
ん
の
顔 

ロ
デ
ィ
・
ド
イ
ル

ち
か
ち
か
ぴ
か
り 

ナ
ン
シ
ー
・
デ
イ
ビ
ス

サ
ン
タ
さ
ん
の
ト
ナ
カ
イ

 

ジ
ャ
ン
・
ブ
レ
ッ
ト

い
ち
ば
ん
ち
い
さ
な
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト

 

ピ
ー
タ
ー
・
レ
イ
ノ
ル
ズ

ゆ
き
の
う
え
ゆ
き
の
し
た

 

ケ
イ
ト
・
メ
ス
ナ
ー

詳
　
細　

図
書
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
内
）

 

☎
25

－

３
１
８
８

図
書
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

イ
ア
ン
奮
闘
記

●
弓
道
初
段
を
取
得
�

　

町
国
際
交
流
員
の
イ
ア
ン
・
ラ
ス
カ
ウ
ス

キ
ー
さ

ん

が
、
北
海
道
弓
道
連
盟
東
部
地
区
の

地
方
審
査
（
四
段
以
下
）
に
初
挑
戦
し
、
見

事
初
段
に
合
格
し
ま
し
た
。

　

イ
ア
ン
さ
ん

は
、
平
成
23
年
９
月
に
来
日
後
、

す
ぐ
に
町
弓
道
連
盟
に
所
属
し
、
同
連
盟
顧

問
の
五
十
嵐
定
美
さ
ん

か
ら
弓
道
の
基
本
や
作

法
を
学
び
、
週
１
回
、
２
時
間
の
練
習
を
続

け
て
き
ま
し
た
。

　

11
月
10
日
㈰
に
釧
路
市
で
行
わ
れ
た
審
査

で
は
、
と
て
も
緊
張
し
た
と
の
こ
と
で
し
た

が
「
失
敗
し
て
も
平
常
心
を
心
掛
け
た
」
お

か
げ
で
見
事
合
格
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
二

段
取
得
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

五十嵐さ
んの指導を受けるイアン交流員

町民センターに設置しています

動
物
化
石
博
物
館
情
報

ご
相
談
く
だ
さ
い

教
育
相
談
電
話

　

子
育
て
や
家
庭
教
育
を
は
じ
め
、
教
育
に

関
す
る
お
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
教
育
委

員
会
で
は
、
教
育
相
談
専
用
電
話
を
設
置
し
、

悩
み
や
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

相
談
専
用
電
話　

☎
25

－

４
９
７
６

　

（
よ
く
な
ろ
う

3

3

3

3

3

と
覚
え
て
く
だ
さ
い
）

相
談
内
容

　

学
校
生
活
、
異
性
、
交
友
、
い
じ
め
、
非

行
、
子
育
て
、
し
つ
け
、
生
活
な
ど

受
付
時
間　

月
曜
日
～
金
曜
日

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

相 

談 

員

詳
　
細　

生
涯
学
習
室 

☎
25

－

３
１
８
８

武田　　悟
生涯学習推進アドバイザー

青木　敬二
生涯学習推進アドバイザー

募
集
し
ま
す

●
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

町
内
の
各
学
校
や
町
民
セ
ン
タ
ー
子
ど
も

図
書
室
な
ど
で
、
読
み
聞
か
せ
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
行
っ
て
い
る
、
絵
本
の
会
「
は
ら
っ

ぱ
」
と
「
お
は
な
し
た
ん
ぽ
ぽ
」
で
は
、
読

み
聞
か
せ
に
興
味
が
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。男
女
問
わ
ず
興
味
の
あ
る
方
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
活
動
内
容
等
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
情
報
紙
「
え
ん
ぜ
る
」
編
集
員

　

子
育
て
支
援
情
報
紙
「
え
ん
ぜ
る
」
を
月

１
回
発
行
し
、
乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者
向
け

に
子
育
て
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
編
集
会
議
へ
の
参
加
や
原
稿
を
執
筆
し

て
い
た
だ
け
る
編
集
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
中
の
マ
マ
や
子
育
て
を
終
え
た
先
輩

マ
マ
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」
運
営
ス
タ
ッ
フ

　

子
育
て
支
援
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」
は
、

不
用
に
な
っ
た
子
ど
も
服
な
ど
の
提
供
や
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
等
の
貸
し
出
し
を
、
毎
月

１
回
町
民
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
前
日
準
備
と
当
日
運
営
を
手
伝
っ
て
く
れ

る
女
性
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
　
細　

生
涯
学
習
室 

☎
25

－

３
１
８
８

●
来
年
は
午う

ま

年ど
し

で
す
。
ミ
ニ
発
掘
新
標
本
は

馬
と
い
う
字
に
ち
な
ん
で
「
瑪め

瑙の
う

化
し
た
巻

貝
」
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
お
楽
し
み
に
。

詳
　
細　

博
物
館 

☎
25

－

９
１
０
０ ランベオサウルスの復元図
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人
と
つ
な
が
る
、
未
来
が
ひ
ろ
が
る
～
老
人
ク
ラ
ブ
を
訪
ね
て

第
８
回
「
中
矢
寿
老
人
ク
ラ
ブ
」

　

お
伺
い
し
た
日
は
、
役
場
福
祉
課
職
員

に
よ
る
認
知
症
予
防
教
室
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。「
老
人
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
人
と
交
流
す
る
こ
と
も
認
知

症
の
予
防
に
つ
な
が
る
」
と
の
話
に
、
参

加
さ
れ
た
皆
さ
ん
も
納
得
し
た
表
情
。
そ

の
後
、
頭
の
体
操
と
し
て
平
仮
名
や
漢
字

を
使
っ
た
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

鈴
木
勤
さ
ん

は
「
ク
イ
ズ
は
ち
ょ
っ
と
難

し
か
っ
た
な
。
で
も
、
こ
う
や
っ
て
み
ん

な
と
話
し
た
り
、
頭
を
使
っ
た
り
す
る
の

は
や
っ
ぱ
り
い
い
ね
」
と
今
回
の
教
室
の

感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
魅
力
に
つ
い
て

石
田
洋
子
さ
ん

は
「
皆
さ
ん
か
ら
風
習
や
野

菜
の
育
て
方
な
ど
、
教
わ
る
こ
と
が
多
く

た
め
に
な
り
ま
す
」
と
目
を
細
め
ま
し
た
。

　

今
回
参
加
さ
れ
て
い
た
中
で
最
年
長
の

佐
々
木
仁

さ
ん

（
97
歳
）
は
「
毎
日
１
時

間
ち
ょ
っ
と
歩
く
の
が
健
康
の
秘
訣
。
こ

こ
（
老
人
ク
ラ
ブ
）
で
仲
間
と
お
し
ゃ
べ

り
す
る
の
が
若
さ
の
秘
訣
」
と
笑
顔
を
見

せ
ま
し
た
。

　

会
長
と
し
て
老
人
ク
ラ
ブ
を
支
え
る
長

田
俊
男
さ
ん

は
「
皆
さ
ん
が
気
持
ち
よ
く
参

加
で
き
る
よ
う
に
、
ア
イ
デ
ア
や
意
見
が

言
え
る
よ
う
な
雰
囲
気
づ
く
り
を
心
掛
け

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
気
軽
に
参
加
し
て
」

と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

会　

員　

21
人

会　

場　

中
矢
会
館

例　

会　

月
１
回

行　

事　

忘
年
会
、
新
年
会
、
観
桜
会
、

料
理
教
室
、
各
種
研
修
会
な
ど

入
会
の
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

 

会
長　

長
田
さ

ん

☎
25

－

５
０
６
５

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

あ
な
た
の
声
を
ま
ち
づ
く
り
に
！

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
は

皆
さ
ん
の
声
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る
場
で
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
は
、
地
域
住
民
の
皆

さ
ん
と
町
長
お
よ
び
行
政
と
の
直
接
対
話
の

場
、
共
に
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
語
る
場
で

す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
の
開

催
要
請
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

対　
　

象

　

原
則
的
に
地
区
連
合
自
治
会
（
町
内
23
地

区
）
単
位
の
住
民
お
よ
び
各
種
団
体
の
構
成

員
と
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
各
種
団
体
と
は
、
社
会
教
育

関
係
団
体
、
経
済
団
体
、
労
働
団
体
お
よ
び

他
の
団
体
で
す
。
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

開
催
日
・
会
場

　

地
区
連
合
自
治
会
単
位
お
よ
び
各
種
団
体

か
ら
の
要
請
を
受
け
、
日
程
、
会
場
を
調
整

の
上
、
開
催
し
ま
す
。

テ

ー

マ

　

懇
談
会
の
開
催
要
請
を
し
た
地
区
連
合
自

治
会
お
よ
び
団
体
は
、
必
ず
テ
ー
マ
（
ど
ん

な
内
容
の
意
見
交
換
が
し
た
い
の
か
）
を
設

定
し
て
く
だ
さ
い
。

内　
　

容

　

設
定
さ
れ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
意
見
お

よ
び
情
報
交
換
の
場
で
す
。
テ
ー
マ
に
則
さ

な
い
陳
情
や
要
望
に
つ
い
て
は
、
そ
の
場
で

は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

申
し
込
み

　

希
望
開
催
予
定
日
（
予
備
日
も
必
ず
設
定
）

の
１
カ
月
前
ま
で
に
、
電
話
な
ど
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
町
長
等
の
日
程
お
よ
び
会

場
等
の
調
整
を
し
、
日
時
、
会
場
を
決
定
し

ま
す
。

申
込
先
・
詳
細

　

役
場
総
務
課
広
報
広
聴
担
当
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発表会・学芸会

11.２　芽登保育所

11.９　上利別保育所

11.２　螺湾小学校

11.９　大誉地小学校

11.２　螺湾保育所

11.９　足寄保育園どんぐり

10.26　足寄小学校

11.２　芽登小学校
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消費生活Ｑ＆Ａ

石井布美子消費生活相談員

第
14
回

おしえて、石井ちゃん！

　

今
月
は
、冬
に
多
い
製
品
事
故
に
つ
い
て
、

実
際
に
あ
っ
た
事
例
を
基
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

日
ご
ろ
気
を
付
け
て
い
て
も
、
ち
ょ
っ
と
し

た
「
つ
い
う
っ
か
り
」
が
思
わ
ぬ
事
故
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

身
の
回
り
の
製
品
に
つ
い
て
、
取
扱
説
明

書
な
ど
を
も
う
一
度
よ
く
確
認
し
、
正
し
く

使
用
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

事
例
③

　

使
用
中
の

除
雪
機
と
雪

の
壁
に
挟
ま

れ
て
死
亡
。

《
原
　
　
因
》

　

運
転
操
作
を
誤
っ
た
た
め
、

除
雪
機
と
雪
の
壁
に
挟
ま
れ
た
も
の
。

《
要
注
意
！
》

・
安
全
装
置
は
常
に
作
動
す
る
状
態
で
使
用

す
る
。

・
除
雪
機
に
詰
ま
っ
た
雪
を
取
り
除
く
と
き

は
、
エ
ン
ジ
ン
が
完
全
に
停
止
し
た
こ
と

を
確
認
し
て
か
ら
雪
か
き
棒
な
ど
で
取
り

除
く
。 

・
使
用
時
は
周
囲
に
人
が
い
な
い
か
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

事
例
④

　

電
気
ス
ト
ー
ブ
使

用
中
、
火
災
が
発
生
。

《
原

　
　
因
》

　

電
気
ス
ト
ー
ブ
を

点
け
た
ま
ま
寝
て
し

ま
っ
た
た
め
、
布
団

が
電
気
ス
ト
ー
ブ
に

触
れ
火
が
点
い
た
た

め
。

《
要
注
意
！
》

・
ス
ト
ー
ブ
の
上
や
周
辺
で
洗
濯
物
を
乾
か

さ
な
い
。

　

※
乾
燥
し
て
軽
く
な
っ
た
洗
濯
物
が
、
上

昇
気
流
に
あ
お
ら
れ
て
ス
ト
ー
ブ
に
落

下
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

・
タ
オ
ル
や
紙
類
な
ど
の
燃
え
や
す
い
も
の

を
ス
ト
ー
ブ
周
辺
に
置
か
な
い
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

事
例
②

　

台
所
で
カ
セ
ッ

ト
ボ
ン
ベ
の
ガ
ス

抜
き
中
に
火
災
が

発
生
。

《
原
　
　
因
》

　

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン

ベ
の
ガ
ス
抜
き
を

石
油
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
で
行
っ
て
い
た
た
め
、

漏
れ
た
ガ
ス
に
ス
ト
ー
ブ
の
火
が
引
火
し
た

も
の
。

《
要
注
意
！
》

・
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー
缶
は
、
中

身
の
ガ
ス
を
使
い
切
っ
て
か
ら
捨
て
る
。

・
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
は
振
っ
て
み
て
シ
ャ
カ

シ
ャ
カ
と
音
が
し
た
ら
、
ガ
ス
が
残
っ
て

い
ま
す
。
火
が
消
え
る
ま
で
使
っ
て
か
ら

捨
て
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

事
例
①

　

石
油
ス
ト
ー
ブ
を

点
け
た
ま
ま
外
出
し

た
と
こ
ろ
、
火
災
が

発
生
。

《
原
　
　
因
》

　

石
油
ス
ト
ー
ブ

の
上
で
乾
か
し
て
い
た
洗
濯
物
が
落
下
し
、

火
が
点
い
た
た
め
。

《
要
注
意
！
》

・
寝
る
と
き
は
必
ず
電
源
ス
イ
ッ
チ
を
切
る
。

　

※
寝
返
り
を
打
っ
た
と
き
に
、
布
団
や
近

く
に
置
い
て
い
た
毛
布
な
ど
が
ス
ト
ー

ブ
に
触
れ
る
と
、
ヒ
ー
タ
ー
の
熱
で
火

が
点
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

事
例
⑤

　

湯
た
ん
ぽ
を

使
用
し
て
い
た

ら
、
低
温
や
け

ど
を
負
っ
た
。

《
原
　
　
因
》

　

長
時
間
、
湯
た
ん
ぽ
に
触
れ
て
い
た
た
め
。

《
要
注
意
！
》

・
温
か
い
と
感
じ
る
程
度
の
温
度
で
も
、
長

時
間
に
わ
た
っ
て
同
じ
と
こ
ろ
の
皮
膚
に

触
れ
て
い
る
と
「
低
温
や
け
ど
」
に
な
り

ま
す
。
湯
た
ん
ぽ
や
電
気
あ
ん
か
は
、
就

寝
前
に
布
団
か
ら
出
し
、
さ
ら
に
ス
イ
ッ

チ
を
切
り
ま
し
ょ
う
。

・「
低
温
や
け
ど
」
は
暖
房
器
具
な
ど
の
ほ
か
、

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
で
も

な
り
ま
す
の
で
、
長
時
間
皮
膚
の
同
じ
部

位
が
触
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
違
和
感
や
熱
い
と
感
じ
た
ら
、
直

ち
に
使
用
を
中
止
し
て
く
だ
さ
い
。

詳　

細　

役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当
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ま
ち
の
健
康
だ
よ
り

Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を

下
げ
て
、
血
管
若
返
り

　

今
年
３
月
の
「
足
寄
町
健
康
づ
く
り
計
画

第
２
次
」
の
策
定
に
当
た
り
見
え
て
き
た
、

足
寄
町
の
健
康
課
題
と
そ
の
予
防
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

Ｌ
Ｄ
Ｌ
（
悪
玉
）
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の

数
値
が
高
い
人
が
多
い

　

平
成
20
～
23
年
度
に
お
け
る
町
国
保
特
定

健
診
結
果
を
見
る
と
、
受
診
者
の
２
人
に
１

人
が
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
基
準
値
が

１
２
０
mg
／
dl
以
上
と
い
う
生
活
習
慣
の
改

善
が
必
要
な
数
値
で
し
た
。
さ
ら
に
、
脳
血

管
疾
患
や
心
疾
患
を
引
き
起
こ
す
危
険
が
あ

る
と
言
わ
れ
る
１
６
０
mg
／
dl
以
上
の
人
は

受
診
者
全
体
の
う
ち
の
１
割
で
し
た
が
、
そ

の
多
く
が
治
療
を
し
て
い
な
い
状
態
で
す
。 

Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
は

　

人
の
身
体
を
維
持
す
る
た
め
に
不
可
欠
な

ホ
ル
モ
ン
や
細
胞
膜
の
材
料
と
な
る
も
の
で
、

肝
臓
か
ら
全
身
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
運
ぶ

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
だ
け
が
高
い

場
合
で
も
病
気
に
な
る

　

「
脂
質
異
常
症
」
と
い
う
治
療
が
必
要
な

病
気
に
な
り
ま
す
。
高
血
圧
症
、
糖
尿
病
と

同
様
の
生
活
習
慣
病
の
一
つ
で
、
以
前
は
「
高

脂
血
症
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
病
名
で
す
。
脂

質
異
常
症
に
は
３
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

放
っ
て
お
く
と
…

　

自
覚
症
状
が
な
い
う
ち
に
動
脈
硬
化
が
進

行
し
ま
す
。

　

Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
血
管
の
内
側

に
た
ま
り
、
血
の
塊
（
血
栓
）
を
作
る
こ
と

で
血
液
が
流
れ
に
く
く
な
り
狭
心
症
を
引
き

起
こ
し
た
り
、
血
栓
が
血
管
に
詰
ま
っ
て
血

液
が
流
れ
な
く
な
っ
て
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞

を
起
こ
し
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
死
に
至

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
、
脂
肪
肝
や

腎
不
全
と
い
っ
た
病
気
も
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
み
が

高
い
状
態
で
あ
っ
て
も
、
長
年
続
く
こ
と
で

高
血
圧
や
糖
尿
病
と
い
っ
た
新
た
な
生
活
習

慣
病
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

血
液
検
査
結
果
で
１
４
０
mg
／
dl
以
上
の
方

は
、
生
活
習
慣
の
改
善
と
同
時
に
、
内
服
の

必
要
性
を
医
師
に
判
断
し
て
も
ら
う
こ
と
が

最
も
大
切
で
す
。

女
性
の
場
合
、
閉
経
を
き
っ
か
け
に

高
く
な
る
こ
と
も

　

女
性
ホ
ル
モ
ン
は
、
血
管
を
保
護
す
る
と

と
も
に
血
液
中
の
脂
質
を
正
常
に
保
つ
働
き

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
閉
経
に
よ
っ
て

卵
巣
が
小
さ
く
な
る
こ
と
で
女
性
ホ
ル
モ
ン

が
欠
乏
し
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
上

が
る
方
も
い
ま
す
。
食
事
に
気
を
付
け
て
い

て
も
下
が
ら
な
い
場
合
に
は
、
治
療
が
必
要

な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が

高
く
な
る
原
因

　

脂
肪
分
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
多
い
食
事
、

飲
み
過
ぎ
な
ど
に
よ
る
食
生
活
の
乱
れ
や
運

動
不
足
、
肥
満
も
原
因
の
一
つ
で
す
。

　

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
６
～
７
割
は
体
内
で

合
成
さ
れ
、
残
り
は
食
べ
物
か
ら
取
り
込
ま

れ
る
た
め
、
特
に
食
生
活
と
関
連
が
大
き
い

こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を

増
や
さ
な
い
た
め
に

　

飽
和
脂
肪
酸
の
多
い
食
品
を
控
え
る

　

脂
身
の
多
い
肉
、
ベ
ー
コ
ン
、
ソ
ー
セ
ー

ジ
、
バ
タ
ー
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
チ
ー
ズ
、

ス
ナ
ッ
ク
菓
子
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
等
は
肝

臓
で
の
合
成
を
上
昇
さ
せ
ま
す
。

　

食
物
繊
維
の
多
い
食
品
を
食
べ
る

　

海
藻
や
野
菜
、
キ
ノ
コ
は
腸
の
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
再
吸
収
を
阻
害
し
て
体
外
に
排
せ
つ

し
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
酸
化
を
防
ぎ
ま
す
。

　

適
度
な
運
動
で
肥
満
を
予
防
す
る

　

運
動
す
る
と
リ
ポ
蛋
白
リ
パ
ー
ゼ
と
い
う

酸
素
が
活
性
化
し
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

が
減
っ
て
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
（
善
玉
）
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
が
増
え
ま
す
。
自
分
に
合
っ
た
運
動
を

楽
し
く
、
長
く
続
け
る
こ
と
が
コ
ツ
で
す
。

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
等
の
有
酸
素
運
動
が
お
す
す

め
で
す
。

　

ま
ず
は
年
に
一
度
は
必
ず
血
液
検
査
を
受

け
、
数
値
の
変
化
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

役
場
福
祉
課
で
は
保
健
師
・
管
理
栄
養
士

が
健
診
結
果
の
見
方
や
食
事
の
相
談
に
も
応

じ
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
詳
細

　

役
場
福
祉
課
保
健
推
進
担
当

 

☎
25

－

２
５
７
１

脂質異常症診断基準

高ＬＤＬ

コレステロール血症
140mg/dl 以上

低ＨＤＬ

コレステロール血症
40mg/dl 未満

高 中 性 脂 肪 血 症 150mg/dl 以上

いずれか、またそれぞれ重なることもある

 ※動脈硬化性疾患ガイドライン

ＬＤＬ（悪玉）
コレステロール

血栓
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　「平成26年本別町成人式・成人のつどい」を

開催します。対象は平成５年４月２日から平成

６年４月１日までに生まれた方で、本別町に住

民登録のない方でも参加できます。

日　時　平成26年１月12日㈰　午後１時－

場　所　本別町中央公民館大ホール

内　容　受　　　　付　午後０時30分－

　　　　式　　　　典　午後１時－

　　　　記 念 撮 影　午後１時40分－

　　　　成人のつどい　午後２時－

申込先・詳細

　本別町中央公民館内社会教育担当

 ☎２２－５１１１

平成26年本別町成人式・
成人のつどいのお知らせ

銀河の森天文台からのお知らせ

　銀河の森天文台では、この時期に見頃を迎え

るふたご座流星群の観望会を行います。大型望

遠鏡や双眼鏡で星空を楽しみませんか。

日　時　12月13日㈮－15日㈰

　　　　午後１時－９時30分

説明会　午後７時30分－

※午後６時以降が見頃の時間帯です。

入館料

昼間：大人　３００円、子ども　２００円

夜間：大人　５００円、子ども　３００円

休館日　毎週月曜日、火曜日

詳　細 銀河の森天文台　☎２７－８１００

記帳・帳簿等の保存制度の
対象者が拡大されます

国・道からのお願いです
「節電にご協力ください」

北海道最低賃金

　平成26年１月からは、事業所得、

不動産所得または山林所得が発生

する業務を行う全ての方について、

記帳・帳簿等の保存が必要となり

ます。なお、この記帳・帳簿書類

の保存制度については、所得税お

よび復興特別所得税の申告が必要

ない方も対象となります。

国税庁ホームページ

http://www.nta.go.jp
詳　細 十勝池田税務署

 ☎０１５－５７２－１１７２

　冬の電力需要は、夏と比較して

大きくなり、かつ高い水準で一日

中継続します。

　計画停電を含む停電の回避に向

け、ご家庭や事業所で、無理のな

い範囲で節電にご協力をお願いし

ます。

家庭でできる節電例

・不要な電気は消す

・暖かい服装を心掛ける

・省エネグッズの活用 など

　北海道庁のホームページでは家

庭の節電アイデア集を掲載してい

ます。

北海道庁ホームページ

http://www.pref.hokkaido.lg.lp/
kz/kke/shouene-setuden.htm

最低賃金額　時間額７３４円

効力発生日　平成25年10月18日

善意のご寄附・ご寄贈
ありがとうございます

町へ

・髙橋サチ子さ
ん（鷲府）から 

障がい者福祉のために

 ３０万円

・沼田信二さ
ん（南４条１丁目）

からスポーツ振興、教育振

興のために ２００万円

募　　集

お知らせ

陸上自衛隊高等工科学校生徒募集

冬期間の通行止めについて

通行規制のお知らせ

　下水道管渠新設工事および道路

改良工事のため次のとおり通行規

制を行います。

　なお、通行規制区間であっても

区域内住民のために必要と認めら

れる交通は確保します。

工事箇所・期間

①町道西町５丁目通他

　平成26年２月21日まで

②町道西町５丁目２号通他

　平成26年２月28日まで

詳　細 役場☎２５－２１４１

 建設課土木担当内線３７６

 上下水道工務担当内線３５７

③南３丁目通

　平成26年１月６日－３月20日

応募資格　中学校卒業または見込みの17歳未満の男子

募集期限　平成26年１月10日㈮
試 験 日　平成26年１月18日㈯
試験場所　帯広市（自衛隊帯広駐屯地）

試験種目

　筆記試験：国語、社会、数学、理科、英語（中学校卒業程度）、作文

自衛隊帯広地方協力本部ホームページ

http://www.mod.go.jp/pco/obihiro/
詳　　細 自衛隊帯広募集案内所　☎０１５５－２３－８７１８

上螺湾－雌阿寒温泉間の道道、町道、緑資源幹線林道が次の通り冬期間

通行止めになります。

通行止め区間

①②道道モアショロ原野螺湾足寄停車場線　③町道雌阿寒オンネトー線

④道道オンネトー線　⑤緑資源幹線林道

通行止め期間

①⑤平成26年４月10日㈭午前10時まで

②③平成26年５月８日㈭午前10時まで

④　平成26年４月17日㈭午前10時まで

※予定のため、変更になる場合があります。

足寄百年史
（上・下巻、資料編）

発売中

ご購入は…役場総務課総務室
　　　　　広報広聴担当まで

①
②



編集後記編集後記

掲載を希望される方は、役場総務課総務室広報広聴担当まで

ひとのうごき
11月末の住民基本台帳

今月の表紙

広報あしょろ12月号　№７２８
発　行：足寄町
編　集：総務課総務室　☎25－2141　内線335
〒089-3797　北海道足寄郡足寄町北１条４丁目48番地１
http://www.town.ashoro.hokkaido.jp

☆寒い季節になると野菜たっぷりの温

かい料理が恋しくなりますよね。野

菜が大好きな私は、祖母が畑で育て

た野菜にいつも助けられています。

☆今年の夏も夏野菜をたくさんもらっ

たのですが、畑で一緒に野菜を採っ

ていると「あいこさんもあげるから

ね」と祖母が言いました。「あいこ

さん？誰？」と聞くと、トマトの種

類だと言うのです。祖母の作物への

愛情が垣間見えたと同時に、可愛ら

しい人だなと思いました。

☆ちなみに私の友人のおばあさんはブ

ロッコリーの事を「ブッコロリー」

と呼ぶそうです。すごいネーミング

センスに脱帽しました。

千代　巧
たく

真
ま

ち
  ゃ
   ん

� （平成23年10月５日生まれ）

　重機大好き。外遊びも大好き。

やんちゃだけど妹の面倒も見て

くれる優しいお兄ちゃん。これ

からも元気いっぱい遊んでたく

さん笑ってたくましく育ってね。

� 和茂・しおりさ
んの子

� （南７条４丁目）
大竹　優

ゆう

菜
な

ち
  ゃ
   ん

� （平成23年10月24日生まれ）

　外遊びと動物が大好きな優菜。

最近は妹をあやしたりママのお

手伝いをしたり、ますますお姉

さんになってきました。これか

らもすくすく元気に育ってね。

� 徹・美穂さ
んの子

� （北３条１丁目）

坂見　亮
りょう

太
た

朗
ろう

ち
  ゃ
   ん

� （平成23年９月27日生まれ）

　震災イヤーの悲しい年生まれ

の亮太朗。明るく朗らかに育っ

て欲しいと付けた名前の通りに

育っています。やだやだと夜泣

き、お手柔らかに。

 明・貴子さ
んの子

� （里見が丘）

　11月７日に行われた「ジュニアスポーツ体

験教室」でのスナップです。

 （⇒８ページ）　

人　口　　７，４６８　人　（±０)

　男　　　３，６１７　人　（－１)

　女　　　３，８５１　人　（＋１)

世　帯　　３，５７０世帯（＋４)

※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民
を含んだ数値となっています。


